
CITI Japan 教材の中から 
CITI プロジェクトについて 

市 川 家 國 

CITI: “Collaborative Institutional Training Initiative” 

研究者の行動規範に関する国際標準教育をめざす 

信州大学医学部特任教授(プロジェクト副統括） 

Vanderbilt大学医学部小児科学・内科学教授 

文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」 CITI Japanプロジェクト 
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栄光学園高等学校卒 

慶応義塾大学医学部卒 

北里大学病院病棟医(小児科) 

UCSF心臓血管研究所研究員 

Harvard大学内科腎臓部門研究員 

Harvard大学内科学講師→小児科学准教授 

Vanderbilt大学小児科学/内科学教授 

東海大学医学部小児科学教授 

東海大学医学部生命倫理学教授 

Vanderbilt 大学生命医倫理学連携教員 

信州大学特任教授・東海大学非常勤教授 



Misconduct rate is: 

      3 – 35% 

1件の不正疑惑につき３人
のスタッフを2-3年貼り付け
る必要があり、10人のス
タッフではとても機能でき 

ませんよ。 
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http://www.cmu.edu/research-compliance/responsible-conduct/nsf-nih-requirements.html 

「責任ある研究行為」に関する倫理学習を義務とする 

NIH 

2010年1月25日以降 

対象者： 学部学生、修士課程学生、博士課程学生、 

       ポスドク、新任教員、およびこれらのメンター等 

学習時間： 4年毎に 8時間以上 

形式： Web教材だけでなく、講義＋２方向性授業 

内容： a→i (+研究の安全性、環境への配慮、社会的責任) 
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「責任ある研究行為（RCR）」教育の項目 
  

 

1. データの収集、管理、共有。所有   
2. 研究を指導する者および受ける者の責任 
3. 論文発表と著者の責任 
4. ピアレビュー 
5. 共同研究 
6. ヒトを対象とした研究 
7. 動物を用いた研究 
8. 研究における不正行為 
9. 利益相反と責務 

10. 法令・指針および施設内規則の遵守 
11. 上記に関する習得を確保するための評価手段 
12. 研究における安全対策  
13. 研究者の社会的義務 
14. 内部告発 
15. 国外搬送と国の安全保障 
16. 研究費の取り扱い 

Responsible Conduct of Research 
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制裁 

自制 
捏造、改ざん、盗用 

＋ 

不正行為 

公費の不正使用 

取締りの 

対象にならない領域 

・ データの曲解 

・ ライバル研究者への妨害行為 

・ 公的資金の浪費 

・ オーサーシップの政治的利用 

・ 公的資金審査における利益誘導 

・ 利益相反状況の無視・軽視 

・ 科学性の軽視・誇大発表への加担 

・ 節度を欠く内部告発 

・ 社会的弱者からの搾取 

・ 倫理教育への消極的姿勢 

・ 
 

 

規則学習 

倫理学習 



倫理観の成長 
(Köhlberg’s Theory) 

Post-conventional Level  

Pre-conventional Level 

Conventional Level  

(professional, concern for wider, universal society) 

(avoid punishment) 

(concern about community) 

同僚・クライアント 

人類・社会・地球環境 

自己防衛 
ルール 
罰則 教育 
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Children’s, Boston 

米国ＣＩＴＩ 創設時（2000年4月） 

教材 

NPO教員ボランティア団体 CITI 
米国 


